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貨物労組中央本部は、１１月１１日に第３回交渉を行い、現

段階での会社の考えが明らかとなりました。 

会社は、「輸送量は前年比１０４．２％、経常利益は前年より

３０億円改善したが、△１億円であること。１０月末時点で対計

画△５．５億円であること厳しい状況にある。１．６ヵ月台の壁

を越えられるよう社内議論を重ねる。」としています。 

度重なる輸送障害、慢性的な要員不足の中、我々青年部

員は安全・安定輸送を果たし、３０億円も収支を改善してきま

した。会社の計画未達は経営陣の責任です。それを青年部員

へ転嫁することが断じて許すことはできません！ 

私たちの要求額は２．９ヵ月です。会社は「１．６ヵ月の壁」を

勝手に持ち出し要求額と大きな乖離があるのが現状です！こ

のような会社の姿勢を正し、２．９ヵ月の満額回答を引きだそ

う！！これより回答指定日まで山場の闘いゾーンです。 

 

職場に結集することは本部交渉団を支える力の一つです。 

全全全青青青年年年部部部員員員ががが結結結集集集ししし、、、本本本部部部交交交渉渉渉団団団ををを支支支えええ、、、   

要要要求求求額額額２２２．．．９９９ヵヵヵ月月月満満満額額額獲獲獲得得得たたためめめ団団団結結結しししよよよううう！！！   
 


